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今⽇の流れ今⽇の流れ

1.はじめに 「講座」から「研修」へ

「⼥性情報」「アーキビスト」

2.「⼥性アーカイブセンター」について

設置まで、機能、目的と収集対象、役割

3.「⼥性デジタルアーカイブシステム」とは3.「⼥性デジタルアーカイブシステム」とは

4.展示、研修について

5.地域共同リポジトリからの発信

6.情報等を共有するネットワーク

7.アーカイブで連携するネットワークの可能性
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「講座」から「研修」へ「講座」から「研修」へ

職務上必要とされる知識や技能を⾼めるために、
ある期間特別に勉強や実習をする「研修」へ。

平成２１年度から実施した
「⼥性情報アーキビスト⼊⾨講座」を

３回⽬の平成２３年度は
「⼥性情報アーキビスト⼊⾨講座」を

３回⽬の平成２３年度は
「⼥性情報アーキビスト養成研修（⼊⾨）」として
新たにスタートする。

⼥性アーカイブの保存・提供に携わる実務者の⽅を対象に、
具体的な保存技術や整理⽅法を紹介し、
実務者同⼠の情報交換を⾏う。
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「⼥性情報」＋「アーキビスト」「⼥性情報」＋「アーキビスト」

「⼥性情報」

 ⼥性の地位向上、⼥性問題解決のために必要な情報を⼥性
の視点で作り、提供された情報。

「アーキビスト」

 永久保存価値のある情報を査定、収集、整理、保存、管理 永久保存価値のある情報を査定、収集、整理、保存、管理
し、閲覧できるよう整える専門職。

 欧米ではアーカイブズ学の修士学位を持ち、さらに扱う資
料の専⾨知識、記録管理や科学技術の最先端知識を求めら
れる。

 ⽇本では認知度が低く、図書館員や学芸員が代⾏している
ことが多い。
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アーキビストのしごとアーキビストのしごと

 新たなコレクション（収集物）を入手したり査定すること。

 記録を順番に並べたり、説明書きを加えること。

 閲覧者に利⽤案内をすること。

 資料の保存処理を⾏うこと。

アーキビストはしばしば教育者でもある。利⽤者がコレクショ アーキビストはしばしば教育者でもある。利⽤者がコレクショ
ンの閲覧⽅法を知ってコレクションについて理解を深められる
ような教育的なプログラムを用意したり、コレクションに関心
はない人々に働きかけるプログラムを考え出すこともよくある。

 コレクションの展示、プロモーション・イベント、メディアで
の紹介にまで仕事が及ぶこともある。
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設置まで設置まで

具体的検討始まる

「独⽴⾏政法⼈国⽴⼥性教育会館の将来ビジョン」
に、⼥性アーカイブの必要性を明記

第二期（平成18〜22年度）中期計画期間開始

平成16年頃

平成17年6月

第二期（平成18〜22年度）中期計画期間開始

平成19年度施設整備費により、改修⼯事

平成20年6月、開設
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平成18年4月

平成19年度

平成20年6月



機能（収集・整理・保存機能（収集・整理・保存 →→ 提供）提供）

収集・整理・保存
アーカイブシステム
の構築・拡充

展示・研究・学習
プログラムの提供

⼥性アーカイブセンター

チャレンジした⼥性
たちに関する資料

⼥性団体・機関
に関する資料

⾏政関連資料

7

⾏政関連資料

各機関との連携・協⼒

高等教育機関等 ⼥性団体 ⼥性関連施設等

様々な形態の資料
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目的と収集対象目的と収集対象

男⼥共同参画社会の形成に顕著な業績を残した⼥性、全国的な⼥性団体や、
⼥性教育・男⼥共同参画施策等に関する史・資料を収集する。収集した史・
資料は整理・保存するとともに広く活⽤し、関係機関との連携・協⼒を図り、
男⼥共同参画の推進に関する啓発、学習・研究⽀援等を⾏う。

目
的

①⼥性（婦⼈）教育
②⼥性問題、⼥性労働、⼥性運動、⼥性政策

分野
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収
集
対
象

②⼥性問題、⼥性労働、⼥性運動、⼥性政策
③⼥性史編纂関連資料
④⼥性関係団体・機関
⑤国⽴⼥性教育会館に関わる資料

分野

時代 原則として明治以降、
国連婦⼈の⼗年(1976〜1985)までに作成されたもの

地域

形態

原則として、全国的に影響を持った事例に関わる資料

原則として、⾮刊⾏の公私の記録・⽂書、⾳声記録、映像記録等
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1. ナショナルセンターとしての⼥性関係史・資料の

収集・整理・保存・公開

2. 展示による公開、講演等と連携した展示パネルによる

普及活動

3. 埼玉県、埼玉県大学・短期大学等との連携3. 埼玉県、埼玉県大学・短期大学等との連携

4. 会館事業、⼥性センター、⼤学授業等との連携

5. 企画展示の共催機関との連携企画

6. 研修プログラムの実施

「⼥性情報アーキビスト養成研修（⼊⾨）」

7. その他
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保存庫のそばで、
職員に⾒える閲覧席
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専用の保存庫と
中性紙保存箱への収納

インターネットによる公開
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「⼥性デジタルアーカイブシステム」「⼥性デジタルアーカイブシステム」
とはとは

⽬録情報は、⼥性デジタルアーカイブシステム
（http://w-archive.nwec.jp/）でインターネット
上に公開している。⼀部資料についてはデジタ
ル画像も⾒ることができる。

女性デジタルアーカイブシステムトップ画面
（http://w-archive.nwec.jp/）

デジタルアーカイブシステムによる公開
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（http://w-archive.nwec.jp/）

検索結果画面

「画像」欄に○があるものは画像を見ることができる。
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データベースの構造データベースの構造

受け⼊れた資料は整理し、劣化が進まないよう中性紙の箱に⼊れて保存し、
⽬録情報をデータベースに⼊⼒する。

「 データベース内での
各コレクションの階層

資料
収集
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出所ごとに
できるだけ原状を保って
整理・保存することを原則と
している

利⽤者に提供しやすい形で
⽬録情報を⼊⼒している
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デジタルアーカイブ資料の探し⽅デジタルアーカイブ資料の探し⽅

様々な探し方

キーワードから

年表から
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資料⼀覧から

資料種別から

分野から
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図書館と県⺠のつどい埼⽟

2011「九重年⽀⼦資料」を展⽰
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2010「奥むめお資料」
映像資料を展⽰



企画展示企画展示

他機関（大学、企業）との連携
〜チャレンジした⼥性たち〜

〜チャレンジした⼥性たちから
チャレンジする⼥性たちへ〜
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「展示」の実践を通して「展示」の実践を通して

1.「写真」「モノ」の活用

〜現物の持つ⼒を知る

2.「複製」の活用

〜触って、体験して学ぶ

3. 他機関との連携による可能性の拡大

〜新たな発⾒、新たな連携
3. 他機関との連携による可能性の拡大

〜新たな発⾒、新たな連携

〜次の企画へ 「化学と歩む」は名古屋大学へ巡回展示へ

4. 関連企画の実施

〜後援会の⾒学ツアー

〜専門家によるトークイベント・実験ショー

〜アーキビスト研修の実技コース
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平成21年度 第１回

「アーカイブの保存や整理は難しい」「予算も⼈⼿も⼗分でない」とお
悩みの皆様、一緒にネットワークをつくりませんか？ できることから
始めてみましょう。

平成22年度 第２回

各プログラムの内容を新たにし、⼥性アーカイブの整理・保存に関す
る基礎情報を提供します。アーカイブの保存や整理にこれから取り組
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る基礎情報を提供します。アーカイブの保存や整理にこれから取り組
む皆様、一緒にネットワークをつくりませんか？

平成23年度 第３回

『災害経験を通して災害に備える』をテーマとし、資料の保
存・管理⽅法と災害との関わりに重点を置いたプログラム編
成です。



Googleから「ＳＵＣＲＡ」で探せる
去年の資料が無料で読める
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研修・セミナーなど

教育・学習機会の提供
についての連携男⼥共同参画センター、

⼥性センター等

大学・研究機関等

⼥性団体、グループ等

20

資料の収集・保存・公開
についての連携

資料展⽰

大学・研究機関等

公文書館、博物館、図書館等
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平成23年度 参加
平成22年度 参加

平成21年度 参加

例えば、

震災地復興⼥性アーカイブ事業（仮）
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東⽇本⼤震災からの復旧・復興に地域の⼥
性団体等がどのように寄与したか、あるい
は⼥性関連施設がどのような役割を担った
かをはじめとして、⼥性アーカイブ史資料
の保存・提供を支援する。



ＮＷＥＣと⼥性関連施設が築いてきた全国の「ネットワーク」という強みを活かす

情報収集

資料収集

調査・研究員（仮）

資料保存・デジタル化・公開
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・・・

… … …

⼥性センター等、⼥性関連⽒施設など

⼥性関連施設が築いてきた
地元との「ネットワーク」
という強みを活かす

資料収集に携わる各地の⼥性たち



お問い合わせは、

infodiv@nwec.jpまで
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